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神社の森でのびのびと…

塩田中央保育園は、上本郷地区の武高国(たけたかくに )神社の境内に昭和39年に開園しまし た。

同園は、塩田の中央に位置するため 1歳児を含めた 174名の園児が広い範囲から通園してきます。

また、働くお母きんのために、朝 7時30分から 1時間、降園時から 5時まで、数年前から自 主 的に

ノマート保育を行っています。

自然がそのまま残っている神社の森は、好奇心おう盛な園児の格好な遊び場となり、園児た ちは

のびのびと飛び回りながら、一人ひとりの触れあいから自主性と思いやり の心を学びと っています。

(塩田中央保育園)

市民の動き
( 6月 1日王見右:)

(+ 150) 

(+ 103) 

(+ 47) 

世帯数 32，336世帯 (+111) 

() 内は前月比です。

109，873人

53，540人

56，333人

男

女

総人口
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密着した市政を推進

i市長提案説明 1

市民生活に

え

本
日
こ
こ
に
昭
和
瓦
十
三
年
度
六
月

定
例
市
議
会
を
招
集
い
た
し
ま

L
た
と

こ
ろ
、
公
私
と
も
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご

出
席
を
賜
リ
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
ご
苦

労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
品
議
案
の
ご
務
議
を
お
願
い

す
る
に
あ
た

り
ま
し
て
、
当
耐
の
市
政

の一

端
を
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
し
い
年
度
に
入
り
ま
し
て
、
国
は

封
気
回
復
を
図
る
た
め
の
諸
施
策
を
打

ち
出
し
て
お

り
ま
す
こ
と
は
、
ご
承
知

の
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
上
田
市
に

お
き
ま
し
で
も
、
国

・
県
の
政
策
や
地

方
財
政
計
耐
と
の
凶
述
内
中
で
、

山
民

の
皆
さ
ま
の
ご
嬰
望
に

こ
た
え
る

べ
く

行
財
政
の
巡
営
に
努
力
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、
経
済
界
の
一
部
に
は
、

U
M
気

上
昇

の
公
泌
が
見
え
て
来
た
と
い
う
は
凡

万
も
あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、

地

_~ 770号 領海鋭猛~)一一広報う
770号ー

老
人
医
療
費
の
給
付

白
歳
に
引
き
下
げ

6月定例市議会開く

_W'''__'A'P''"" …一一一-j
診

方
経
済
に
お
き
ま
し
て
は
、
依
然
と
し

て
不
安
定
な
経
済
推
移
の
中
に
立
た
さ

れ
て
お

り
ま
し
て
、
景
気
回
復
を
期
待

し
な
が
ら
も
、
厳
し
い
現
実
を
踏
ま
、
え

て
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

生
活
道
の
確
保
に

大
幅
な
予
算

当
面
の
市
政
と
い
た
し
ま
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
い
ろ
い
ろ
な
ご
要
望
め

中
で
最
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
道
路
の

新
設
改
良
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に

大
幅
な
予
算
を
つ
け
ま
し
て
、
生
活
道

路
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
上
回
パ
、
イ
パ
ス
に

つ
き
ま
し

で
も
、
関
係
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
る
た
め
の
労
力
を
続
け

て
お
り
ま
し
て
、
国
は
予
算
の
州
制
も

し、

相
極
的
な
姿
勢
を
ボ
し
て
い
米
て
お

ら
そ
の
地
策
に
対
応
し
て
ま

い
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
大
豆
生
産
振
興

対
策
、
転
作
促
進
対
策
等
の
条
件
整
備

リ
ま
す
の
で
、
着
工
も
明
る
い

も
の
と

一

な
っ
て
ま
い

リ
ま
し
た
。

一

ま
た
、
広
域
農
道
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

一

秋
和
上
堀
線
、
泉
田
農
免
道
路
、
小
島

一

神
畑
線
紘
一
寸
に
つ
き
ま
し
て
も
国
・
県
の
-

予
算
手
当
を
得
ま
し
て
更
に
進
行
す
る

一

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
企
業
局
の
塩
田
開
発
中
止
に
つ
き

一

ま
し
て
は
市
と
い
た
し
ま
し
で
も

一

ま
こ
と
に
不
本
意
の
こ
と
で
は
ご
ざ
い

一

ま
し
た
が
、
市
議
会
を
は
じ
め
関
係
地

一

城
の
杵
さ
ま
の
ご
理
解
を
得
ま
し
て
解
一

決
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
今
ま
で
に
一

開
発
さ
れ
た
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の

地
域
発
展
に
役
立
て
て
ま
い
り
一

た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
開
発
取
付
一

辺
路
に

つ
き
ま
し
て

は
、
早
急
に
改
良
一

.
上
下
を
進
め
る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
一

ま

す

一

提案説明をする石井市長 (前)

条

例

最
近
、
社
会
生
活
の
変
化
に
と
も
な

い
旅
館
の
性
一
日
な
ど
が
変
わ

り
、
青

少
年
の
健
全
育
成
や
健
全
な
市
民
生
活

以
坑
に
好
ま
し
く
な
い

旅
館
が
建
築
さ

れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

の
旅
館
の
建
築
を
規
制
す
る
た
め
の
「
上

田
市
旅
館
業
を
目
的
と
し
た
建
築
の
規

制
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定。

使
用
者
の
負
判
を
考
慮
し
な
が
ら
三

年
間
で
、
下
水
道
の
使
用
料
金
適
正
化

を
図
る
「
上
田
市
下
水
道
条
例
」
の

一

部
改
正
。

す
べ
て
の
お
年
寄
り
が
健
康
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に、

市
民
税
の

非
課
税
世
帯
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
の

医
療
費
の

無
料
化
を
図
る

「乏
人
医
療

費
特
別
給
付
金
条
判
」
の

一
部
改
正
る

ど
十
三
件
を
提
案
し
ま
し
た
。

臼
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

補
正
額
十

一
位
四
千
六
百
七
十
三
万

四
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
総
予
算
額
は、

百
二
十
六
億
四
千
九

百
七
十
六
万
一
千
円
と
な
り
、
前
年
同

期
に

比
し
て
で
一
凶
・
九
%
と
と
五
り

イ
ン

ヨ
ン
の
総
合
地
設
と
し
て
そ
の
第

一
業
の
補
助
金
-
一
千

-h-
一卜
八
万
八
千
円
。

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
富
上
山
地
区
内
服
村
応
盤
総
人
H

明
怖
が
業

小
、
中
学
校
の
通
学
区
域
の
適
正
化

の
水
路
施
設
工
事
費

一
千
八
百
八
十
万

ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

市
税
、
二
億
四
千
八
百
瓦
十
九
万
一二

千
円
。
市
偵
、

四
億
三
千
万
円
。
地
方

交
付
税
、
二
億
三
千
万
円
。
国
庫
支
出

金、

一
応
凶
千
凶
百
九
十
六
万
四
千
円

な
ど
収
入
可
能
な
範
囲
で
汁
上
し
ま
し

た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

〈
民
生
費
〉

東
部
保
育
薗
を
常
国
三
丁
目
に
格
転

上
田
市
で
初
め
て
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー

ト
二
階
建
の
新
園
舎
建
設
資
金
一
億
九

千
三
百
五
十
九
万
円
、
神
科
第
二
保
育

園
の
明
改
築
賢

一
千
八
百
万
円
ρ

老
人

医
療
賀
無
料
化
の
対
象
者
を
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
六
十
五
歳
ま
で
広
げ
た
そ

の
所
要
額
二
千
万
円
、
各
州
制
祉
医
療

給
付
制
度
の
対
象
外
で
、
医
療
費
支
払

い
に
追
わ
れ
生
活
が
苦
し
い
人
達
の
悩

祉
明
治
一
を
図
る
な
ど
の
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。

〈
衛
生
費
〉

家
庭
雑
排
水
処
理
そ
う
の
柴
田
設
置

希
望
者
が
増
え
た
た
め
、
そ
の
推
進
を

図
る
処
理
そ
う
七
百
例
分、

一
千
百
九

十
万
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

水
田
利
用
州
制
対
策

(
減
反
)
の
転

校
水
聞
い恰
備
事
業
、
集
岡
山
呂
内
同
機
微
施

設抗日北
川
川
事
業、

大
-
町
生
産
掠
跡
事
、対
策
事

越
戸
川
改
修
工
下
校

一
千
百
・ιト
川
万

円
。
河
川
お
よ
び
用
怒
水
路
改
修
工
事

費
二
千
五
百
万
円
。
秋
和
上
堀
綿
改
良
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換
水
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収
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引
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集
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機
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大
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産
保
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対
策
本
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祉

医

療

に

つ

き

ま

し

て

は

、

社

会

一

制
祉
政
策
の
重
点
事
項
の

一
つ
で
あ
り

一

ま
す
が
、
今
回
老
人
医
療
の
給
付
年
齢

一

の
引
き
下
げ
を
行
い
、
所
得
の
少
な
い

一

家
庭
の
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
に
対
し

針
ま
し
て
市
単
独
卒
業
で
給
付
範
囲
の
拡

印
刷
一
大
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ま

町
田
た
、
街
病
者
を
抱
え
な
が
ら
、
各
純
一
柏

町
内
内
。

情

祉

医

療

給

付

制
度
の
対
象
外
に
あ
っ
て

一

多
制
の
医
療
代
支
払
の
た
め
、
生
活
維

一

刊
に
凶
慨
を
米
す
よ
う
な
家
庭
に
対
し

だ

医
療
政
の
自
己
負
判
分
を
岐
謹
し
て
そ

の
紋
・併
を
図
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

老
人
医
療
費
の
給
付

邸
歳
に
引
き
下
げ

えつ

東
部
保
育
園
の
移
転

本
年
度
中
の
完
成
目
指
す

一(3トー一一一昭和53年 7月 1日 広報

東
部
保
有
国
の
移
転
改
築
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
の
補
助
事
業
に
採
択
さ
れ

る
見
辿
し
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、
本
年

度
巾
の
完
成
を
回
折
し
、
卒
業
の
推
進

を
急
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
本

年
度
の
保
育
園

m改
築
計
画
に
神
科
第

二
保
育
園
の

附
築
を
加
、え
る
な
ど
、
保

育
行
政
の
充
実
に
更
に
力
を
入
れ
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

塩
田
か
ん
ば
い
事
業

本
年
度
中
に
実
施
設
計

水
田
利
用
再
編
対
策
に
づ
き
ま
し
て

は、

地
域
ぐ
る
み
農
業
推
進
委
員
会
に

お
願
い
し
、
生
産
者
の
理
解
を
得
な
が

ら
そ
の
施
策
に
対
応
し

て
ま
い
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
カ

、
大
一旦
生
産
仏
興

対
策
、
転
作
促
進
対
策
等
の
条
件
整
備

に
必
裂
な
、

具
体
的
事
業
に
と
り
か
か

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

塩
田
揚
水
事
業
も
こ
の
四
月
、
国
の

事
業
採
択
が
決
定
し
、
県
営
事
業
と
し

て
い
よ
い
よ
実
施
設
計
に
入
る

こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農
村
総
合
モ
デ

ル
事
業
の
目
玉
で
あ
り
ま
し
た
改
善
セ

ン
タ
ー
も
、
着
工
の
は
こ
び
と
な
り
ま

し
て
、
来
年
の
秋
に
は
地
域
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
見
通
し
と
な
り

ま
し
た
。

雇
用
不
安
の
続
く
中
で
、

職
業
安
定

事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
行
政
の
面
か
ら

の
協
力
が
さ
け
ば
れ
て
お

り
ま
す
が
、

雇
用
促
進
等
の
推
進
を
図
る
た
め
、
相

談
業
務
の
窓
口
を
設
け
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
利
用
を
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

消
費
・
交
通
問
題
な
ど

市
民
相
談
の専

門
課
設
置

な
お
、
市
民
の
消
費
生
活
や
交
通
問

題
、
ま
た
、
市
民
相
談
等
の
業
務
を
市

民
課
か
ら
独
立
さ
せ
、
専
門
の
課
を
設

置
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
取
り
組
み
を

一
一
層
充
実
し
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま

す
。自

然
運
動
公
園
の
流
水
プ

ー

ル
等
は

こ
の
六
月
二
十
四
日
に
オ

ー
プ
ン
の
は

こ
び
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
ェ

イ
シ
ヨ
ン
の
総
合
施
設
と
し
て
そ
の
第

一
業
の

補
助
金
二
千
百
二
十
八
万
八
千
円
。

越
戸
川
改
修
工
七
'
岬
M

-

千
百
五
十
附
万

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

-

直
上
山
地
区
内
肱
村

ぷ

館

総

作

物

怖

が

業

円

。
河
川
お
よ
び
用
悲
水
路
改
修
「
が

小
、
中
学
校
の

通
学
区
域
の

適
正
化
一

の
水
路
施
設
工
事
費

一
千

八

百

八

十

万

費

二
千
五
百
万
円
。
秋
和
上
刷
線
改
良

に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会
に
お
一
円
。
泉
田
地
区
県
営
農
免
道
路
事
業
負
工
事
お
よ
び
用
地
行
二
千
五
百
九
十
-
一

き
ま
し
て
鋭
意
努
力
い
た
し
て
お
る
と
一
担
金
二
千
六
百
八
十
三
万
三
千
円
。
塩

万

円

。
自
然
出
動
公
園
五
十
口
プ

l
ル

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
般
審
議
会

一
回
平
か
ん

ば

い
事
業
、
宝
池
な
ど
恐
怖
管
理
棟
建
設
る
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま

に
諮
問
致
し
ま
し
て
適
正
な
結
論
を
い

・
事
業
の
負
期
金
、
二
ツ
木
地
区

ほ

場

整

し

た

。

た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
非
常
に

一
備
事
業
の
補
助
金
な
ど
の
予
算
を
計
上
〈
消
防
費
〉

難
し
い
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な

一
し
ま
し
た
。

第
三
分
団
と
第
四
分
固
め
統
介
に
よ

教
育
効
果
の
向
上
を
図
る
う
え
か
ら
も

一

(
商
工
費
〉

る
新
第
三
分
団
の
車
庫
兼
詰
所
新
築
工

全
市
民
の
ご
理
解
と
ζ

協
力
を
切
に
お

一

上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
エ
レ
事
費
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
べ

l
タ
ー
を
設
置
す
る
工
事
費

一
千

四

〈

教
育
費
〉

一
百

五

十

万

円

な

ど

の

予

算

を

計

上

し

ま

各

小
・

中
学
校
の
施
設
住
備
お
よ
び

旅
館
建
築
の

一
し
た
。

補
修
工
事
政
凶
千
百
万
円
。
学
校
給
食

規

制

を

条

例

化

一
一

〈
土
木
費
〉

セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
施
設
取
符
工
下
山
口

去
る
三
月
定
例
市
議
会
に

ご
質
問
が

一

長
野
県
企
業
局
が
開
発

を

中

止

し

た

八

百

二
十
万
円
。
西
部
公
民
館
設
計
委

ご
ざ
い
ま
し
た
岩
門
地
籍
に
建
築
中
の

一
塩
田
地
区
保
健
休
養
地
の
取
付
道
路
取
託
料
お
よ
び
工
事
費
、
備
品
購
入
費
九

旅
館
営
業
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の

匝
止

一
得
金
五
千
五

+
七
万
八
千
円

(
同

企

業

千

二
百
十
万

一
千
円
。
第
二
中
学
校
校

に
つ
い
て
市
お
よ
び
関
係
機
関
の
努
力

一
局
か
ら
山
林

一
六
五
・

三

ヘ
ク
タ
ー
ル
庭
夜
間
照
明
工
事
費
七
百
丘
十
万
円
。

を
要
望
さ
れ
る
と
と
も
に
、
規
制
条
例
一

平
井
寺
、
下
半
過
の
以
泉
掘
削
椛
を
無
や
ま
び
こ
国
体
実
行
委
員
会
補
助
全
な

制
定
の
意
向
を
質
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

・
伯
で
譲
り
受
伶
る
V

。

道
路
新
設
改
良
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

直
ち
に
そ
の
検
討
を
指
示
し
、
今
回
そ

一
工
事
費
お
よ
ぴ
用
地
買

収

補

償

補

て

ん

〈

総

務
費
〉

の
規
制
に
か
か
る
条
例
を
蛇
楽
す
る
こ

一
念
ど

一
般

土

木

事

業

費

二

億

六

千

五

百

自

治

会

の
共
同
集
会
施
設
新
築
お
よ

と
に
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た

一
方、

地
一

万
円
。
小
島
神
畑
線
の
工
事
お
よ
び
用
び
用
地
購
入
費
、
防
犯
燈
お
よ
び
叫
が

元
自
治
会
の
集
会
に
も
出
席
し
、
所
感
一

地
費
な
ど
六
千
三
百
九
十
万
五
千
円
。

板
新
設
な
ど
の
補
助
金
三
千
百
十
五
万

を
述
べ
ま
す
と
と
も
に

、
建

築

主

を

訪

二

露

維

持

補

修

費

二
千
五
百
万
円
。
下

二
千
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

ね
て
、
そ
の
中
止
を
申
し
入
れ
た
わ
け
「
l

:
l
il

-
-
-
-
-
Il
l
-
-
I
l

-
-
-
-

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
既
に
所
要
手
続
き
の
建
築
を
抑
制
す
る
機
能
を
じ
ゅ
う
ぶ
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
市
議

を
す
ま
せ
て
建
築
中
の
も
の
で
あ
る
の
ん
果
た
せ
る
よ
う
、
努
力
を
惜
し
ま
な
会
の
皆
さ
ま

の
特
別
な
ご
配
意
と
市
民

で
、
中
止
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
つ
む
り
で
あ
け
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝

の
意
見
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
ま
の
全
面
的
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

の

規
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
く
ま
で
行
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
な
に
と
ぞ
よ

政
指
導
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

こ

以
上
、
当
面
の
市
政
の

一
端
を
申
し
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

れ
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
そ
あ
げ
ま
し
た
が
‘
諸
拙
策
が
順
調
に
進



老
人
医
療
費
の
無
料
化

日
歳
ま
で
引
き
下
げ

ー
市
民
税
非
課
税
世
帯
対
象
に

9
月
1
日
か
ら

l

7
月
叩
日
か
ら
受
付

だ 昭和53年 7月1日一一--(4トー

市
は
、
九
月

一
日
か
ら
、
収
入

の
少

な
い
家
庭

(
市
民
税
の
均
等
割
お
よ
び

所
得
割
の
非
課
税
世
帯
)
の
六
十
五
歳

以
上
の
人
の
医
療
費
を
無
料
化
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
の
で
、
対
象
と
な
る
皆

さ
ん
は
、
次
に
よ
り
「
老
人
医
療
費
受

給
者
証
」
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
市
で
は
、
七
十
歳
以
上
の
人

の
医
療
費
を
無
料
化
し
て
い
ま
す
が
、

寸

i
j打
J
J
，コ

'
t

』

。

ご

の

を

』

輔

苦

提

示

く

す

」

一

冨

-

ヌ

告

よ

ま

孝

一

必

也

ω
、

い

選

一

-

4

1

日

で

行

い

』

一

日

4

の

。

て

し

…

一

句

守

司

す

い

い

正

一

副

4

7

ま

さ

用

く

-

凶
即
時

t
目

、

り

だ

を

る

-

凶

回

一

は

あ

く

部

明

一

品

月

挙

て

て

一

「

申

悩

M

7

v

選

。
し

し

の

て

内
閣

-

a

の

す

刷

に

法

し

一

員

ま

臼

う

孝

憲

一

委

い

に

よ

選

注

一

会

行

券

い

職

う

一

員

を

場

な

公

よ

一

委

票

入

の

、
い

-

業

投

、
い

は

な

号

農

に

は

違

挙

の

う

0

市

聞

所

間

選

反

よ

打

田

白

票

え

の

違

し

よ
刊
投
う
こ
怠
す
ま

え'】770号ー

bス」

つ

す

よ

す
べ
て
の
お
年
寄
り
に
健
康
で
安
心
し

て
明
る
い
生
活
を
お
く

っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
福
祉
医
療
の
範
囲
拡
大
を
行
い

ま
し
た
。

対
象
者
H
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
、
社

会
保
険
の
家
族

(被
扶
養
者
)
と
な

っ
て
い
る
人
で
、
市
民
税
の
均
等
割

お
よ
び
所
得
割
の
税
金
が
か
か
ら
な

い
人
。

申
込
受
付
の
開
始
日
七
月
十
日
聞
か
ら

受
付
ま
す
が
、
医
療
費
無
料
化
は
、

九
月
一
日
以
降
の
診
療
分
か
ら
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

(
電
話
で

の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
)

受
付
場
所
・
お
問
合
せ

H
市
役
所

一
階

福
祉
事
務
所
社
会
課
社
会
係

(
宮

@

四
一

O
O内
線
三
七
七
有
線
②

O
八

O
ご
、
ま
た
は
市
役
所
豊
殿
支
所

(
宮
@
四

O
O
二
、

同
塩
田
支
所

(
宮
@
三

0
0
0
)
、
同
川
西
支
所

(
宮

@
二
O
O
二
)
へ

被
保
険
者
証

と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
き
い

。

そ
の
他
H
こ
れ
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る

人
、
ま
た
は
こ
の
制
度
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
は
、
そ
の
都
度
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は

こ
ん
な
電
話
を
受
け
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ

ん
か
:

医
療
の
無
料
化
範
囲
は
、
病
院
や
る
皆
さ
ん
で
、
各
種
福
祉
医
療
給
付
制

医
院
、
薬
局
な
ど
で
診
療
、
調
剤
を
度

の
対
象
に
な
ら
な
い
人
の
た
め
に
、

受
け
た
場
合
、
す
べ
て
が
含
ま
れ
ま
医
療
費
支
払
い
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ

す
。

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
困
り

の
人

医

療

費

負

担

で

は

市

役

所

悩

祉

事

務

所

福

祉

課

へ
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

よ
宮
@
四

一
O

お
悩
み
の
皆
さ
ん

O
内
線
三
七
二
有
線
②

O
七
九

二

気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

各

科

制

祉

医

療

給

付

制

度

と

は

、

生

市
は
、
病
気
に
よ
り
長
期
入
院
な
ど
活
保
護
、
医
療
資
金
貸
付
制
度
な
ど
を

の
た
め
医
療
費
の
支
払
い
に
困

っ
て

い

い

い

ま

す

。

@
血
市
宮
@
血
市
事
@
盆
市
富
@
盆
市
事
@
血
市
E
@
盆
市
首
@
盆
市
首
@
阜
市
宮
@
血
市
富
@
盆
市
高
@
盆
市
高
@
盆
市
事
@
阜
市
首
@
盆
市
E
@
血

で
、
市
街
地

の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

自
家
用
車
の
ご
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

(
左
図
)

祇
園
祭
り
は
、
長
い
伝
統
を
も
っ
庶

民
の
夏
祭
り
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ

ふ

る
さ
と
意
識
や
、
生
活
の
連
帯
感
を

築
く
大
き
な
役
割
を
果
し
て
、

今
日
ま

で
続

い
て
き
ま
し
た
。

大
勢

の
市
民
が
参
加
し
て
、
夏

の一

し」で暑さを吹き飛ばそう

ハソ

く

祭
し
川
園

楽
引
抵

でなんみ

15日(土)16日(日)コ
仁二7月

市
自
治
会
連
合
会
で
は
、

七
月
十
五

日
出
、
十
六

日
闘
に
「
紙
図

(
ぎ
お
ん

鉱
山
り
」
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

「みこ

夜
を
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
ょ

う

部落差別をなくす

市民大行動開催

次により「第3回部落差別をなくす市民大行動」を行

いますので、市民の皆さん大勢の参加をお願いします。

祇
園
祭
交
通
規
制
図

さ
あ
H
H

一連
を
つ
く

っ
て
申
込
も
う

閣

寸11鷹 匠 町

と き=ア月21日閣午後2時30分から

ところ=J二 田 市 民 会 館

「
新
た
な
気
持
で
取
り
組
み
、
さ

ら
に
高
め
よ
う
職
場
の
安
全
を
」
を
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ご存じですか

「キャッチセールス」

つ

新手の訪問販売です

注意しましょ

訪
問
販
売
と
は

訪
問
販
売
と
は
「
街
の
商
庖
以
外

で
指
定
商
品
を
取
り
扱
う
版
売
方
法
」

を
い
い
ま
す
が
「
ご
用
聞
き
」
「
屋

台
」
「
-胤
天
」
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。指

定
商
品
と
は

「
主
に

日
常
生
活

で
使
わ
れ
る
商
品
の
う
ち
、
量
産
さ

れ

一
般
的
に
販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
」

を
い
い
ま
す
。

訪
問
版
売
に
は
、
様
々
な
方
法
が

あ
り
、
特
に
悪
質
な
も
の
と
し
て
、

皆
さ
ん
す
で
に
ご
存
じ
め

7

ル
チ
商

法、

S
F
商
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
キ
ャ
ッ
チ
セ

ー
ル
ス
」
は
、
訪

問
販
売
に
含
ま
れ
る
新
し
い
販
売
方

法
で
、
そ
の
特
徴
は
、
電
話
を
利
用

と
思
わ
れ
る
人
は
、
そ
の
都
度
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

J 

ノ

あ
な
た
は
こ
ん
な
電
話
を
受
け
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
:
・
・

。

「
あ
な
た
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で

選
ば
れ
た
大
変
幸
運
な
人
で
す
。

海
外
旅
行
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
が

か
特
典
付
割
引

海
外
旅
行
h

に
つ
い
て
興
味
は
あ
り
ま
せ

せ
ん
か
、
く
わ
し
い
お
話
を
し
た
い
の

で
、
ム
ム
喫
茶
庖
ま
で
お
い
で
く
だ
さ

こ
れ
が
新
し
い
訪
問
販
売

「
キ
ャ
ッ

チ
セ
ー
ル
ス

」
の
手

口
で
す
。

話
し
に
応
じ
喫
茶
庖
へ
出
か
け
る
と

「
O
O会
員
に
な
る
と
無
料
、
ま
た
は

割
引
料
金
で
海
外
旅
行
が
で
き
る
し
、

レ
ン
タ
カ
ー
や
デ

パ
ー
ト
の
買
物
が
割

引
き
に
な
り
ま
す
」
な
ど
、
消
費
者
が

喜
び
そ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
言
葉
巧
み
に

説
明
し

て
入
会
を
勧
め
、
入
会
申
込
み

に
あ
わ
せ
て

H

海
外
旅
行
の
た
め
の
英

語
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

(
約
三
十
万
円
相

当
)
。
の
割
賦
販
売
契
約
を
結
ば
せ
る

方
法
を
取
っ
て
き
ま
す
。

契
約
を
結
ぶ
と
、
後
日
、
商
品

の
発

送
案
内
と
支
払
通
知
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
が
、
そ
の
時
点
で

H

契
約
解
除
期
間

(
ク
|
リ

ン
グ
オ
フ
と
い
い
契
約
時
か

ら
四
日
間
)

H

が
切
れ
て
し
ま
い
、
解

/
 

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

聞
き
な
れ
な
い
名
称
な
ど
で
の
電

話
に
よ
る
勧
誘
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

娯
り
」
を
行
い
ま
す

当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

さ
あ
H
H

一
連
を
つ
く
っ
て
申
込
も
う

|受付加5 日 (~~I

「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
ぬ
日

太
鼓
連
も
つ
く
ろ
う

約
に
応
じ
な
い
、
ま
た
は
解
約
に
応
じ
ノ

て
も
損
料
の
支
払
を
請
求
す
る
な
ど
、

「
、キャ

ッ
チ
セ
ー
ル
ス
」
も
ト
ラ
ブ
ル

が
起
り
や
す
い
商
法
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
「
あ
、
、

あ
れ
が
そ
う
だ
つ
た
か
:
:
:
」
と
思
い

当
る
人
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
「
う
ま
い
話
し
」
に
は

用
心
し
て

、
お
互
い
に
被
害
に
あ
わ
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
交
通
規
制
な

ど
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

EE Z代各 団Zヰ生 J Z金乙以b数人吾 ( 鏑連4」E み

E雪 国固固ーロロ

格上上
田 市園

仮事ιG， 市聖量光 大子l 

りし

務Ff5T 』2のの11 

名名 E太E 16 

アメシロ

各地で多発

みんなで徹底防除しよう

今、戸メリ力シ口ヒト1)ガ市内

各地域で発生しています。

各撲滅班はもとより、自分の樹

木を良<見回り、ー匹残らず退治

しましょう。

一
大
一
市
役
所

!しい全ん止な行で械 ほう上年を施の安七スら:
!よ職対労こ対場わくな 災とちのの上固な安全月ロに i
h 場策 働の策合れるど 安全で明るい 害ん死被労目的ど全管一 | 高新 i
!。づに者機 のが てな に めど亡災働労に、化理日がめた!

1 <取を会実多いどは 職場をつくろう 内横者者災働行安、体出ンよ な i
りり含に施くれ、き 容ぱ七は害基わ全安制かに

:を組む、が、ぱ防ま は い 入 、 に 準 れ で 全 の ら 、 職 持 !
頼み関経強初防止れ 、でで三よ監ま健教確同全場で i

i 密会室主主21る、 全国安全週間 Zて平 EA喜て空言実吉雲ZTi 
j に全全はさなとが物 づ去十業管職計機幽全全組 i
!進で員もれ 災が完が き 十 七 囲 内 場 画 械 ま 週 を み !
: め明がちま害可全飛 <7 月 1 日 ~7 日〉 、 年人目の 作的設で間」
!まる安ろ 九防能にん 機問、以昨り実備、がをさ l
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: 6月20日千曲川・上回橋下流で、建設事務所
i員の指導のもと上小消防協会(八市町村)の

1主催により、水防訓練が行われました。参加

:した約500名の消防団員は、災害発生を想定

:して、木流し、土のう積(写真)、牛ワクづく

iりなどに懸命に汗を流していました。

町
歳
以
上
の
み
な
さ
ん

健
康
診
断
を
受
け
よ
、
つ

え一}

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
を

図
る
た
め
、
市
で
は
、
七
月
一
日
か
ら

七
月
末
日
ま
で
、
お
年
寄
り
の
健
康
診

断
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
病
院

ま
た
は
医
院
な
ど
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

受
診
料
は
無
料
で
す
。

対
象
者

l
満
六
十
五
歳
以
上
の
人
。

受
診
方
法

l
①
受
診
票
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
を
記
入
し
て
、
病
院
、
ま

た
は
医
院
な
ど
の
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
診
富
市
は
、
市
役
所
福
祉
事
務
所

社
会
課
、
豊
殿
・
塩
田
・
川
西
の
各

支
所
、
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ

ん
の
所
に
あ
り
ま
す
。

②
保
険
証
、
老
人
医
療
費
受
給
者
証
の

あ
る
人
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ー第 770号 (京海鋭綴副一一一広報， 770号『

新
同
地
区
大
星
神
祉
の
東
側
か
ら
神

科
地
区
大
久
保
閉
め
市
道
北
校
神
科
線

の
中
間
に
あ
る
馬
場
で
行
い
ま
す
。
入

お
閉
会
せ

l
福
祉
事
務
所
社
会
課
社
会

係

(
宮
@
四
一

O
O
内
線
三
七
八
有

線
②

O
八

O

二

体
育
指
導
委
員
会
で
は
、
第
三
中
学

校
通
学
区
域
内
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し

た
「
ト
リ
ム
教
室
」
を
次
に
よ
り
行
い

ま
す
の
で
、
運
動
不
足
の
解
消
に
、
健

康
の
維
持
増
進
に
、
運
動
の
で
き
る
支

度
で
気
軽
に
皆
さ
ん
お
出
か
け
く
だ
さ

と

き

l
七
月
四
日

ω、
十
一
日

ω、

十
八
日
閃
、

二
十
五
日
附
、
八
月
一

口
に
「
上
回
乗
馬
ク
ラ
ブ
馬
場
入
口
」

の
看
椋
が
立
っ
て
い
ま
す
。

日

ωの
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

と
こ
ろ

l
第
三
中
学
校
体
育
館

お
問
合
せ
U
H
体
育
課
体
育
振
興
係

(
宮

@
四
一
O
O
内
線
五
五
五
)

上
田
市
公
民
館
の
青
年
学
級
で
は
、

次
に
よ
り
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
の
で

希
望
す
る
人
は
、
早
目
に
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

青
年
学
級
は
、
生
活
に
豊
か
さ
を
も

た
ら
す
と
と
も
に
「
出
会
い
の
場
」
で

も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
新
た
に
将
棋

コ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。
家
庭
で
も
楽

し
め
る
よ
う
女
性
の
皆
さ
ん
も
気
軽
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

資

格

1
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市

内
の
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
青
年
で

各
コ
ー
ス
と
も
初
心
者
を
対
象
と
し

ま
す
。

申
込
方
法

1
七
月
十
二
日
嗣
ま
で
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

上
田
市
公
民
館
(
材
木
町
一
丁
目
)

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

同
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

受
講
料
・
講
習
内
容

l
無
料
で
す
が
、

材
料
費
、
テ
キ

ス
ト
代
は
実
費
を
い

た
だ
き
ま
す
。
一
人
二
コ

ー
ス
ま
で

受
講
で
き
ま
す
。

木
彫
コ

l
ス
l
毎
週
第
二
・
四
木
曜

日
。
定
員
四
十
名
。
講
師
掛
川
忠

と
こ
ろ

l
中
部
電
力
側
上
国
営
業
所
会

議
室
。

会

費

l
一
回
三
百
円
程
度
(
材
料
費

夫
さ
ん
。

俳
画
コ
ー
ス
H
H
毎
週
第
一
・
三
月
曜

目
。
定
員
四
十
名
。
講
師
団
玉

実
さ
ん
。

囲
碁
コ
ー
ス

1
毎
週
金
曜
日
。
定
員

三
十
名
。
講
師
母
袋
恭
こ
さ
ん
は

カ
将
棋
コ
ー
ス

l
毎
週
水
曜
日
、
定
員

三
十
名
。
講
師
関
口
一
夫
さ
ん
は

カ

お
閉
会
せ

l
上
田
市
公
民
館

(
宮

@
O

七
六

O
有
線
②

O
八

九

二

第
七
回
市
民
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
を

次
に
よ
り
聞
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
大
勢
、
気
軽
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

資

格

1
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市

内
の
事
業
所

へ
勤
め
て
い
る
人
。

申
込
方
法
・
参
加
料
H
H
七
月
十
二
日
制

ま
で
に
、
氏
名

(フ

リ
ガ
ナ

)、

住

所
、
生
年
月
日
、
勤
務
先
、
種
目
を

明
記
し
て
、
市
役
所
四
階
教
育
委
員

会
体
育
課
へ
参
加
料
二
百
円
を
添
え

て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

種

目

1
一
般

の
部
(
男

・
女
)、

三

十
五
歳
以
上
の
部
(
男
・
女
)
、
初

心
者
の
部
(
男
・
女
)

と
き
・
と
こ
ろ

1
七
月
十
六
日
制
午
前

九
時
か
ら
上
田
市
民
体
育
館

お
問
合
せ

1
体
育
課
体
育
振
興
係

(
宮

@
四
一
O
O
内
線
五
五
五
)

上
回
乗
馬
ク
ラ
ブ
で
は
、
七
月
か
ら

毎
月
、
次
に
よ
り
乗
馬
教
室
を
聞
き
ま

す
の
で
、
乗
馬
に
関
心
を
お
持
ち
の
皆

さ
ん
は
、
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

お
で
か
け
の
場
合
は
、
各
担
当
者
ま

で
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
と
き
・
連
絡
先
〉

各
日
曜
日
と
も
午
前
九
時
か
ら
十
二

時
ま
で
。

第
一
日
曜
日

l
本
郷
英
毅
き
ん
(
宮

@
四
、
九
九
七
)

第
二
日
曜
日

1
依
田
武
久
さ
ん
(
宮

@
一
一
五
一
、
ま
た
は
@
一
三
八
二
)

第
三
日
曜
日

l
飯
島
恭
四
郎
さ
ん

(
宮
@
六
一
八
六
)

第
四
日
曜
日

1
大
久
保
寿
広
さ
ん

(
宮
@
O
六
六
O
、
ま
た
は
O
二
六
八

七
④
二

一
O
O
)

第
五
日
曜
日

1
信
州
大
学
馬
術
部

(
宮
@
一
四
八
六
)

〈
料
金
〉

第
一
日
曜
日
は
無
料
で
す
。

第
二
日
曜
日
か
ら
第
五
日
曜
日
は
、

一
般
五
百
円
。
大
・
高
・
中
・
小
学
生

は
無
料
で
す
。

〈

シ

』

‘

』

λ
J
〉

れ
を
悪
用
す
る
と
吐
き
気
や
涙
が
出

た
り
、
と
き
に
は
精
神
異
常
を
お
こ



一
般
五
百
庁
門
大
・
漕
・
ヰ
・

4
学
生

は
無
料
で
す
。

〈
と
こ
ろ
〉

ー第 710

ん
の
所
に
あ
り
ま
す
。

②
保
険
証
、
老
人
医
療
費
受
給
者
証
の

あ
る
人
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

-
U
W
 と

き

l
七
月
四
日

ω、
十

一
日
閃

十
八
日

ω、
二
十
五
日

ω、
八
月

口
に

「
上
回
乗
馬
ク
ラ
ブ
馬
場
入
口
」

の
看
板
が
立
っ
て
い
ま
す
。

木
彫
コ

l
ス

l
毎
週
第
二
・

四
木
曜

日
。
定
員
四
十
名
。
講
師
掛
川
忠

と
こ
ろ

l
中
部
電
力
側
上
回
営
業
所
会

議
室
。

会

費

1
一
回
三
百
円
程
度
(材
料
費
)

定
員

・
申
込
先

l
三
十
名
。
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。
中
部
電
力

側
サ
ー
ビ
ス
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
課

(
宮
@
一
二

四

O
)

号Au 
n
t
 

n
t
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協

議

ぷ

畷

畷

磁

場

一

昭
第一

マ

老

人

大

学

川

一

上
回
公
民
館
l
菅
平
野
外
教
室

(南
部
・
神

州

圃

川

地

区
)

川

J
l
 

塩
田
公
民
館
l
交
通
安
全
教
室

・
健
康
づ
く

州

リ
教
室

川

マ
高
年
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
と
寿
ス
ポ
ー
ツ
大
川

ふ

古

川第
四
中
学
校
区
内
を
対
象
に
し
て
実
施
し
ま

馴

す
v

マ
公
民
館
に
実
技
教
室
で
き
る
。

川

上
回
、
上
野
が
丘
、
城
南
、

川
西
、
塩
田
の

州

各
公
民
館
に
プ
レ
ハ
ブ
の
実
技
教
室

(
十
坪
)
川

が
完
成
。
楽
焼

・
木
彫
・
わ
ら
細
工

・
そ
の
他

州

実
技
講
習
等
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

川

マ

ね

た

き

り

予

防

教

室

川

市
内
五
公
民
館
で
実
施
し
、
大
好
評
を
得
ま

馴

し
た
。
秋
に
も
う
一
回
ず
つ
行
い
ま
す
。
ね
た

州

き
り
在
宅
者
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
毎
週

川

金
曜
日
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
ま
す

川

ま
た
、
月
一
回
(
第
三
日
曜
日

)同
セ
ン
タ
ー

川

で
鹿
教
湯
病
院
か
ら
専
門
医
師
と
療
法
士
さ
ん

川

に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
指
導
が
あ
り
ま
す
。

川

証
明
困
地
区
大
星
神
祉
の
東
側
か
ら
神

科
地
区
大
久
保
聞
の
市
道
北
校
神
科
線

の
中
間
に
あ
る
馬
場
で
行
い
ま
す
。
入

中
部
電
力
側
で
は
、
婦
人
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
次
に
よ
り
料
理
教
室
を
聞
き

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
、
早
自
に

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と

き

l
七
月
二
十
日
か
ら
九
月
ま
で

の
第
一

・
三
木
曜
日
午
後
一
時
半
か

ら
同
三
時
半
ま
で
。

え

老人のための

明るいまちだより

つ一(7ト一一一昭和53年 7月1日 広報

ー
、
老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

2
、
老
人
の
能
力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
。

3
、
老
人
と
心
が
か
よ
う
ま
ち
づ

く
り
。

!桝;察安務|

う
っ

と
う
し

い
梅
雨
が
あ
げ
る
と
暑
い

夏
が
や
っ

て
ま

い
り
ま
す
。

朝
の
す
が
す
が
し
い
空
気
に
向
か
っ
て
元

気
よ
く
深
呼
吸
を
し
ま
し
ょ
う
。
か
ら
だ

じ
ゅ
う
の
息
を
全
部
は
き
だ
す
だ
け
で
と

て
も
壮
快
に
な
り
ま
す
よ
。

上
回
青
年
会
議
所
理
事
長

中
村
義
介

(
推
進
協
議
会
委
員
)

と
き
・
と
こ
ろ

1
七
月
十
六
日
町
午
前

九
時
か
ら
上
田
市
民
体
育
館

大
麻
{
雌
株
に
は
薄
黄
色
町
小
さ
な
花
が
つ
〈

大麻・ けしを

撲滅しよう

ー

施

いげ

実

斗
、

J

刀

い
J

遣

い
威

一玉一

t

E
撲

全

六
月
十
五
日
か
ら
七
月
三
十
一
日

ま
で
、
全
国
い

っ
せ
い
に
「
大
麻
(
あ

き
)
」
「
け
し
」
の
撲
滅
運
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

大
麻
、
け
し
の
不
正
栽
培
は
依
然

と
し
て
跡
を
絶

っ
て
い
ま
せ
ん
。
大

麻
が
所
有
地
に
生
え
て
い
る
と
、
所

有
者
は
大
麻
取
締
法
で
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

大
麻
は
、
繁
殖
力
が
強
く
ど
ん
な

土
地
に
も
生
え
野
生
化
し
ま
す
。

こ
<7月31日まで〉

れ
を
悪
用
す
る
と
吐
き
気
や
涙
が
出

た
り
、
と
き
に
は
精
神
異
常
を
お
こ

し
、
無
意
識
の
う
ち
に
暴
力
を
ふ
る

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

大
麻
の
特
徴
は
、
背
く
さ
み
が
あ

り
茎
が
四
角
形
で
緑
色
、
タ
テ
に
み
ぞ

が
通
っ
て
い
て
太
き
は
大
人
の
親
指

ほ
ど
、
高
き
は
一

i
一
・
二
幻
ぐ
ら

い
に
な
り
ま
す
。
葉
は
三

1
九
枚
の

小
業
が
集
り
手
の
ひ
ら
の
形
を
し
、

小
葉
は
ノ

コ
ギ
リ
の
歯
の
よ
う
に
切

れ
こ
み
先
端
が
と
が
っ
て
い
ま
す
。

け
し
は
、
植
え
て
良
い
も
の
と
悪

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
栽
培
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
け
し
は
、
麻
薬
の
原
料

と
な
る

モ
ル
ヒ
ネ
を
含
ん
で
い
て
、

け
し
ぼ
う
ず
か
ら
ア
へ
ン
が
取
れ
る

次
の
種
類
で
す
。

ソ
ム

ニ
フ
ェ
ル
ム
種

l
秋
ま
き
二

年
生
で
、
高
さ
は
一

1

一
・
五
幻
ぐ

ら
い
に
な
り
ま
す
。

セ
テ
イ
ゲ
ル
ム
種

l
ソ
ム
ニ
フ
ェ

ル
ム
種
に
よ
く
似
て
い
て
、
高
さ
は

0
・
五
灯
ぐ
ら
い
で
す
。

栽
培
し
て
よ
い
け
し
は
、
ひ
な
げ

し
、
お
に
げ
し
、
ち
し
ま
ひ
な
げ
し

ア
ル
プ
ス
げ
し
、
つ
の
げ
し
、
あ
ざ

み
げ
し
で
す
。

最
近
、
恐
ろ
し
い
覚
せ
い
剤
が
婦

女
子
、
青
少
年
の
聞
に
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
中
毒
に
よ
る
精
神
異
常
を

お
こ
す
覚
せ
い
剤
の
誘
惑
に
の
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
第
三
十

三
回
国
民
体
育
大
会
「
や
ま
び
こ
国
体
」

が
、
夏
季
大
会
は
長
野
市
、
秋
季
大
会

は
松
本
市
で
開
・
閉
会
式
が
次
に
よ
り

行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
開
・
閉
会
式
の

入
場
券
を
次
に
よ
り
発
売
し
ま
す
の
で

希
望
す
る
人
は
、
早
目
に
申
込
ん
で
く

殺
護
雑
草
韓
霧
装
謀
議
隷

謀
議数料耕輔
謙
譲
隷
護
謀
議

夏

秋
季
国
体

入
場
券
を
発
売

17月比|

だ
さ
い
。
模
擬
国
体
(
松
本
市
)
の
入

場
券
も
同
時
に
発
売
し
ま
す
。

枚
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

込
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま

す
。〈

申
込
方
法
〉

往
復
は
が
き
に
「
住
所
、
電
話
番
号

r-

経類 期 日 場 所 料 金 申込期間

夏開
9月10日

長市田民野市市営プ総ー東和合ル

スタ30ン0円ド席 7 月間10日

季ム耳 ~ 
大 (日)

芝 10生0円 席 7月同20日
会式

模

11中00止月月の180と日日((刈き日)話量 100円
国

体

8月(刈1日
秋|非l 松本市今井 メインスタンド席

季ムZエ
10月15日 1，000円

県営松本運
大 (日)

芝 50生0円 席
会式 動公園陸上 8 月出12日

秋閉 競技場 メイ ンスタンド席

季ムー
10月20日 500円

大 樹
芝 20生0円 席

会式

入場券の種類・金額・申込期間等
学
校
へ
時
四
按
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

募
集
人
員

1
三
十
人
。

材
料
費

l
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

資
料
代

1
二
百
円
、
初
日

に
徴
収
し
ま

@校擬国体は秋季大会開会式の予定です。

氏
名
、
年
齢
、
入
場
券
の
種
類
」
を
は

っ
き
り
記
入
し
て
、
市
役
所
国
体
事
務

局
(
大
手
一
丁
目
十
一

i
十
六

)

へ
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
入
場
券
一

種
類
に
つ
き
一
人
一
枚
で
す
の
で
、
何

種
類
も
申
込
む
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
枚

づ
っ
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
入
場
券
の
種
類
・
金
額
・
申
込
期
間
〉

上
表
の
と
お
り
で
す
。

〈
入
場
券
の
引
渡
し
〉

申
込
み
の
結
果
は
、
返
信
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
引
渡
期
間
内

に
、
市
役
所
四
階
国
体
事
務
局
で
、
現

金
と
引
替
え
で
「
入
場
券
」
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

夏
季
大
会
開
会
式

l
八
月
十
五
日

ωか

ら
八
月
二
十
五
日
幽
ま
で
。

模
擬
国
体
、
秋
季
大
会
開
閉
会
式
M
H
九

月
五
日

ωか
ら
九
月
二
十
日
制
ま
で

〈
お
問
合
せ
〉

国
体
事
務
局

(
宮
@
四

一
O
O
内
線

五
八
三
)

す
。

持

物

l
花
ば
さ
み

と
裁
縫
用
具

信
州
大
学
繊
維
学
部
で
は
、
身
近
な

科
学
の
問
題
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
考
え
た
り
、
実
験
し
な
が
ら
理
解
し

て
行
こ
う
と
「
や
さ
し
い
科
学
教
室
」

を
聞
き
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
気

軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者
H
H
中
学
生
以
上
の
人
な
ら
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

募
集
人
員
H
H
約
百
人
。
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

受
付
期
間

l
七
月
十
日
間

1
二
十
日
同

申
込
方
法
・
受
講
料

l
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
受
講
料
二
千
円

を
添
え
て
、
信
州
大
学
繊
維
学
部
教

務
係
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
、
同
大
学
教
務
係
に
あ
り
ま
す
。

教
室
・
お
問
合
せ
H
H
信
州
大
学
繊
維
学

部
の
教
室
。
紘
維
学
部
教
務
係

(
宮

@

=

=

五

内

線

二

O
八
)

プ
ロ
グ
ラ
ム

l
午
前
の
部
は
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
十
二
時
三
十
分
。
午
後

の
部
は
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時

三
十
分
で
す
。

七
月
三
十
一
日
間
午
前
の
部
「
流

れ
る
固
体
」

。
午
後
の
部
「
縞

(
し

ま
)
の

出
る
化
学
マ
ジ
ッ
ク」

八
月
二

日
附
午
前
の
部
「
数
理
ゲ

ー
ム」

。
午
後
の
部
「

コ
マ
は
な
ぜ

倒
れ
な
い
か
」

講
座
内
容
H
H
身
近
な
材
料
で
作
る
「
花
」

と

「
ぬ
い
ぐ
る
み
」

八
月
四
日
掛
午
前
の
部

「
ス
ポ
ー

ツ
の
力
学
」
。
午
後
の
部

「
く
じ
引

き
と
運
」

八
月
七
日
間
午
前
の
部
「
目
で
見

る
電
気
」
。
午
後
の
部
「
シ
ャ
ボ

ン

玉
の
不
思
議
」

八
月
九
日
同
午
前
の
部
「
水
飲
み

鳥
は
な
ぜ
動
く
か
」
。
午
後
の
部
「
モ

ア
レ
縞
の
秘
密
」

。

講
師
は
同
大
学
の
教
授
・
助
教
授

の
皆
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。

上
因
子
曲
高
等
学
校
で
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
を
図
る
一
環
と
し
て

「
く
ら
の
中
に
楽
し
い
手
芸
講
座
」
を

学
校
を
解
放
し
て
、
次
に
よ
り
行
い
ま

す
の
で
、
皆
き
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者

1
一
般
婦
人
の
皆
さ
ん

と

き

1
七
月
二
十
二
日
、
八
月
二
十

六
日
、
九
月
二
日
・
三
十
日
、
十
月

七
日
・
十
四
日
・
二
十
一
日
、
十

一

月
十
一
日
・
十
八
日
・
二
十
五
日

の

各
土
曜
日
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

同
四
時
三
十
分
。

と
こ
ろ

1
上
回
千
曲
高
等
学
校

(中
之

条
六
二
六

)

申
込
方
法

1
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
連

絡
方
法
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て、

七
月
十
日
間
ま
で
に
、
上
因
子
曲
高

お
問
合
せ

l
上
回
千
曲
高
等
苧
校

(e

@
七

O
七

O
)



七絡
月方
十法
日

開)屯
ま話1!
で 番
に号与

を
上明
国記位

干し湾
曲 て
高、過

だ一一(舵組織号) 第 770号ー

等
学
校
A

市
町
接
申
込
ん
て
く
だ
さ
い

募
集
人
員

l
ご一
十
人

北陸新幹線

早期建設と上田駅設置
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ーャラ¥選挙の知識
v 渡辺 ③ 

材
料
費

l
実
費
を
い
た
た
き
ま
す
。

資
料
代

l
二
U
円
、
初
日
に
徴
収
し
ま

発
表
間
近
か

今
ま
で
行
っ
た
運
輸
省
、
国
鉄
本

社、

日
本
鉄
道
建
設
公
固
な
ど
へ
の

陳
情
の
感
触
で
は
、
技
術
部
門
担
当

の
鉄
道
建
設
公
団
に
よ
り
、
北
陸
新

幹
線
整
備
計
画
ル

l
ト
全
線
の

地
質

調
査
な
ど
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
現
在
、

「
実
施
計
画
」
作
成
に
向
け
て
詰
め

の
段
階
に
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

十
v

，。

持

物

1
花
ば
さ
み
と
裁
縫
別
封
一
ハ

今
年
、

三
月
の
経
済
閣
僚
会
議
で

も

「
新
幹
線
終
備
五
線
の

具
体
的
な

実
施
計
画
を
九
月
末
ま
で
に
作
成
す

る
」
と
の
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
成
田
空
港
の
開
港
延

期
な
ど
に
よ
リ
、
実
施
計
画
の
作
業

が
多
少
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
献
血
備
計
画
五
線
の
建
設
費

は
、
約
五
兆
五
千
億
円

(
総
延
長
約

一
千
六
百
五
十
キ

ロ
い
川
)
が
必
要
で

す
が
、
こ
の
財
源
が
問
題
と
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
五
線
の
建
設
資
金
と
し
て
は

国
鉄
の
資
金
が
必
要
な
の
で
す
が
、

国
鉄
財
源
の
緊
迫
に
よ
り
資
金
確
保

寄付の禁止

1 .市長や市議会議以が支給された給与のうち

-gljを返還することは、条例などて"定めない

|浪り できま せん。

2、[託手合、または他人名、家政?"、秘-i
'
}名など

のi'，イみであ っても 、実目的に候補者等ヵ、寄付ー

する場合はできません。

3. お布地は、当然と辺、められる額の場合寄付

の禁止に該当しません。

4、香典返しは、いただいたものに見合う程度

のお返しは、寄付の禁止に該当しません。出

産祝、法事の供物(料)に対するお返し、快気

祝などにつ いても同様に J与えられます。

5、各棋の大会などへカ ンプ、盾など を出すこ

とはいけません。

6、候補者等の氏名が、尚一庖名、商号など にな

っている場合は、そ の :7'， で~ーやjーすることはで

きません。

7、各悼の寄付で奉加帳により、自由に支払ら

う場合は禁止されています。

8、親族よりも親しくつきあ っている場合での

寄付ーもいけません。

9、社会事業団体に対し て金品を寄付したり、

受 けた団体が、物品 を金にかえたりして寄付

収入とすることもいけません。

10、町で友人と会い、コーヒーなどの代金を支

払うこともいけないとされています。

ー
ム
」

。
午
後
め
部
「
コ
?
は
な
ぜ

倒
れ
な
い
か
」

講
座
内
容

1
身
近
な
材
料
で
作
る
「
花
」

と
「
ぬ
い
ぐ
る
み
」

が
見
込
め
な
い
状
態
で
す
。

こ
の
た
め
、
国
の
新
幹
線
建
設
国

債
な
ど
が
財
源
と
し
て
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
を
含

む
盤
備
五
線
を
同
時
着
工
す
る
か
、

優
先
順
位
を

つ
け
て
着
工
す
る
か
は

ま
だ
は

っ
き
り
し
て
い
な
い
よ
う
で

す
。以

上
、
簡
単
に
陳
情
時
の
感
触
に

つ
い
て
ふ
れ
ま
し
た
が
、
総
合
す
る

と
建
設
資
金
の
め
ど
が
つ
け
ば
本
年

度
中
に
も
、
ル
ー
ト
、

.
停
車
駅
の
位

置
な
ど
を
決
め
た
「
具
体
的
な
計
画

案
」
の
発
表
が
あ
る
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

あなたの国民年金

その⑪

お
問
合
せ

1
上
回
千
曲
高
等
学
校

Fg

@
七

O
七
O
)

市
民
の
皆
さ
ん
の
こ
協
力
に
よ
り

新
幹
線
上
田
駅
実
現
の
見
通
し
も
明

る
い
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

上
田
駅
笑
現
は
、
上
田
市
を
は
じ
め

周
辺
町
村
の
地
域
発
展
に
か
か
わ
る

重
大
な
問
題
で
す
。

今
後
も
よ
り

一
一
層
強
力
な
誘
致
運

動
を
相
極
的
に
推
進
し
て
行
き
ま
す

の
で
「
新
幹
線
上
田
駅
実
現
」
の
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
、
ご
意
見

こ
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所

新
幹
線
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

(
宮

@
四
一

O
O
内
線
三
一
四
)

国民年金には、保険料を納めて受ける醜出年

金と、納めないで受けられる福祉年金がありま

す。

福祉年金のうち、老齢年金は、明治44年 4月

1日までに生れた人が70歳になると受けられま

すが、定められた額以上の所得や他 の公的 年金

を受けている場合は、受けられないことがあ り

ます。

福祉年金には、このほか、障害福祉年金、母

子福祉年金、準母子福祉年金などがあります。

醸出年金 は、物価ス ライ ドに より 7月から増

額されまし た (教字は月額)

5年年金 1万6408円が l万7508円

10年年金 2万2425同が 2万3925同

25年納付 3万5558円が 3万7925円

40年納付 5万6891円が 6万 683円

陣容年金(1級) 4万5125円が 4万8133円

11 ( 2級) 3万6100円が 3万8508円

母チ年金(子供 1人) 3万6100円が 3万8508円
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解
放
運
動
と

水
平
社
の
創
立

戦
後
の
解
放
運
動
同

こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
、
昭
和
三

十
年
、
部
落
解
放
委
員
会
全
国
大
会
で

部
落
解
枚
同
盟
と
名
称
を
改
め
、
二
年

後
の
大
会
で
は
、
部
落
差
別
は
な
に
が

故
に
生
ま
れ
た
か
。
部
落
差
別
を
残
し

て
い
る
の
は
何
か
。
部
落
は
ど
う
し
た

えつ

(
五
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
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一
(
材
木
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五
三

平
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伊
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六

五

宮
崎
邦
雄
さ
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踏
入
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(
泉
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)
八
六

今

井

栄

照

さ

ん

下

青

木

七

四

金
沢
正
子
さ
ん

緑
が
丘
一
(
緑
が
丘
)
四
七

石
井
君
雄
さ
ん

半

過

七

六

森
田
英
雄
さ
ん中

央
三
(
馬
場
町
)
八
二

ら
解
放
で
き
る
か
の
考
え
方
に
立

っ
て

今
日
の
部
落
差
別
は
、
決
し
て
部
落
の

人
た
ち
の
責
任
で
な
く
、
今
日
の
部
落

を
残
し
て
、
そ
れ
を
温
存
さ
せ
て
き
た

の
は
、
国
の
行
政
の
責
任
で
あ
る
と
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
も
と

づ
い
て
、
部
落
解

放
国
策
樹
立
要
請
諸
国
民
会
識
が
発
足

し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
に
は
、
政
府
自
民
党
を
代

表
し
て
、
当
時
の
政
調
会
長
、
三
木
武

夫
氏
、
社
会
党
か
ら
浅
沼
稲
次
郎
氏
、

共
産
党
か
ら
野
坂
議
長
、
全
国
自
治
体

代
表
、
文
化
人
、
民
主
団
体
、
部
落
解

中
矢
ハ
ツ
さ
ん常

国
二
(
上
常
国
)
八

O

小

林

奈

か

さ

ん

上

塩

尻

八

九

都
筑
あ
や
さ
ん

中
央
二
(
横
町
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五
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古
平
百
代
さ
ん

中

央

西

一

(

北

大

手

)

七

八

秋
山
光
次
郎
さ
ん

常
国
二
(
上
常
国
)
七
七

小

野

田

小

よ

し

さ

ん

国

分

八

四

浅
見
は
っ
き
ん

天
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三
(
泉
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)
八
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飯
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常

雄

さ
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川

辺
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五
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児
玉
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さ
ん中

央
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海
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)
七
四

白
根
ツ
子
さ
ん中

央
五

(
上
房
山
)
八
五

酒
井
計
意

一
さ

ん
常
田
二
(
上
常
国
)
四
七

放
同
盟
代
表
七
百
余
名
の
参
加
に
よ
っ

て
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
決
議
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

今
ま
で
な
ん
ど
も
書
き
ま
し
た
よ
う

に
、
近
代
社
会
に
お
け
る
部
落
差
別
と

は
、
市
民
的
権
利
、
自
由
の
侵
害
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
的
権
利
、
自
由

と
は
、
職
業
選
択
の
自
由
、
教
育
の
機

会
均
等
を
保
障
さ
れ
る
権
利
、
居
住
お

よ
び
移
転
の
自
由
、
結
婚
の
自
由
な
ど

で
あ
り
、
こ
久
ら
の
市
民
的
権
利
と
自

由
が
同
和
地
区
住
民
に
対
し
て
完
全
に

保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
差
別
な
の

で
す
。
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常
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(
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常
闇
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七
九

小
川
金
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郎
き
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入
二

(
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入
)
六

O

こ
れ
ら
市
民
的
権
利
と
自
由
の
う
ち

結
婚
の
自
由
、
職
業
選
択
の
自
由
、
す

な
わ
ち
就
職
の
機
会
均
等
が
完
全
に
保

障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
重
大
な
の
で

す。
な
ぜ
な
ら
、
歴
史
を
か
え
り
み
て
も

同
和
地
区
住
民
が
、
そ
の
時
代
に
お
け

る
主
要
産
業
の
生
産
過
程
か
ら
疎
外
さ

れ
、
賎
業
と
さ
れ
る
雑
業
に
従
事
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

社
会
的
地
位
の
向
上
と
解
放
へ
の
道
を

は
ば
む
要
因
と
な

っ
た
の
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
変

わ
ら
な
い
か
ら
で
す
。

七六
八五

岩

F司

6日

(
中
常
国
)
五

O

大

久

保

一

小

牧

四

七

岩

門

八

四

御

所

六

四

大

屋

八

五

鈴

子

七

五

中

組

八

一

柳

沢

七

四

し
た
が

っ
て
同
和
地
区
住
民
の
就
職

と
、
教
育
の
機
会
均
等
を
完
全
に
保
障

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
の
安
定
と

地
位
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
、
同
和

問
題
の
解
決
の
中
心
課
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
立
場
か
ら
、
お
そ
ま
き
な
が
ら

内
閣
に
部
落
対
策
委
員
会
を
設
け
、
部

落
問
題
解
決
の
た
め
の
各
種
の
調
査
、

研
究
、
企
画
の
立
案
な
ら
び
に
審
議
会

答
申
書
勧
告
等
の
ほ
か
に
、
行
政
査
察

指
導
を
行
い
、
政
府
は
各
省
の
責
任
に

お
い
て
、
部
落
問
題
の
た
め
の
行
政
施

策
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
決
め

ら
れ
ま
し
た
。
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